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～子どもたちと向き合う
時間の確保に向けて～

登校時刻・朝自習の見直し
－まずはやってみよう！のマインドで－

八戸市立
白銀中学校

今回は「登校時刻・朝自習の見直し」を行った学校の事例を紹介します。「当たり前」を問い

直し、「やってみる」ことの大切さを教えていただきました。

ー登校時刻や朝自習を見直すことにしたきっかけを教え

てください。

まず、本校の教職員の勤務時間は「8:00～16:30」で

す。しかし、これまで生徒の登校完了時刻が7:50だっ

たため、先生方は勤務開始時間より前に出勤せざるを

得ない状況でした。これに課題を感じていたことから、

8:00から行っていた朝自習も含めて、私（校長）から

先生方に見直しを提案しました。

ー具体的にはどのようなプロセスだったのでしょう。

令和５年１２月の教育課程編成会議で、新時程を２

パターン提示しました。これをもとに協議した結果、

①登校完了時刻を「7:50」から「8:15」に変更

②朝自習（20分）を廃止し、帰りの会（20分）の中でのタ

ブレット学習 （5分）に変更

することとし、令和６年度から実施しています。

ー朝自習に代えて新たに行っているタブレット学習につ

いて教えてください。

タブレット学習は、「個々の能力に合わせた内容を

自ら選択・学習することで、自主的・主体的に学ぶ姿

勢を育むとともに、わかることの楽しさを増やす」と

いうことを目的に取り組んでいます。正直、明確な学

力アップまでは考えていないです。

ースタートから半年経経ちますが、生徒の反応はいかが

でしょうか。

１学期末に全生徒にアンケートを行ったところ、

8:00前後に登校する生徒が最も多く、「朝ごはんを

しっかり食べる時間が増えた」、「準備がゆっくりで

き、忘れ物が減った」、「朝の憂鬱感が減った」など、

心身の健康促進に寄与していることが分かりました。

タブレット学習についても「自分のペースで進めら

れる」、「間違えた問題を何度も解き直せる」など、

好評です。

ー先生方の反応はどうですか。

「朝の時間に余裕が生まれ、落ち着いて生徒に対応

できる」、 「遅刻も減ったように感じる」など、かな

朝自習を廃止し、生徒にも教師にもゆとりが生まれた。

Before（R５)

After（R６)

校長先生に
聞きました！

り好評です。タブレット学習

についても「手軽に取り組み

やすく、学習習慣がない生徒

にとっても良いスタートにな

る」などの評価が見られます。

ー最後に、これから取り組もう

とする学校に向けて、一言

メッセージをお願いします。

やってみないと分からないこと

がたくさんあると思います。ダメ

もとでも良いので、「まずはやっ

てみる」ことが大切です。その結

果をもとにみんなで検証し、方

向性を決定すれば良いのでは

ないでしょうか。

私たちも「今年１年は実験」く

らいの気持ちで取り組んでい

ます。

生徒アンケートの結果（学校通信「羅針盤」より抜粋）


